
 

 

 

 

 

校長    

 新年明けましておめでとうございます。 

 新しい年と今年度の締め括りで最も短い第三学期が始まりました。この短い学期で各学年それぞれに

１年間を振り返り、自分の成長を確かめ、春からスタートする新しい年度へのステッピングボード(踏み

切り板)として欲しいものです。保護者・地域の皆さま、今年・今学期もより一層のご支援・ご協力をお

願いします。 

 

 さて私事ですが、我が家では毎年正月に福島へスキーに行きます。親戚や知り合いの子供で「スキー

は初めて」という子もよく一緒に連れて行き、滑り方などを教えます。数年前にその年から里子に来て

いた年長組６歳の女の子を連れて行きました。普段はあまり大人のいうことを聞かない子なので少し心

配でしたが、この時は言われたことをよく聞いて、最初の半日で「とりあえず滑って、とりあえず止ま

る」ことができるようになりました。結構な斜面でも恐れずに立ち向かうのでよく転んでいましたが、

２日目、３日目と進むうちにブレーキやターンのコツをつかみ自信をもったようで、最終日には初めて

スキーをやったとは思えないくらい上手になりました。 

 

 今までにスキーを教えてきた子供たちを思い出すと、よく転ぶ者ほど上達が早かったように思います。

スキー初心者でよく転ぶというのは、積極的にいろいろなことにチャレンジしているとも言えます。最

初のうちは上手くいかなくて転んでしまうのですが、その度に「こうすると失敗する」ということを学

び、次はそうしないことに注意して次第に上手にできるようになり、そうなると自信がもてるようにな

ります。転ぶことを恐れていつまでも自分ができる範囲から抜け出そうとしないのでは、失敗も少ない

代わりに新しく学び取ることもできません。 

 

 学習や生活でも同じではないかと思います。生徒たちがそれぞれの課題や困難に向かい合った時、積

極的にチャレンジするのか、『とてもムリ!!』と逃げ腰になるのかで先の結果は大きく変わってくるはず

です。年頭にそれぞれが考えた（考えたはず…）今年の目標に向かって精一杯チャレンジして、多くの

自信を積み上げるよう期待します。 
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式中だより 
３６０号 

平成２９年度 第６２回新島地区児童・生徒作品展について 

●毎年恒例の地区作品展が開催されます。今年度の授業で取り組んできた数々の作品を展示いたします。

子供たちの力作をぜひご覧ください。 

 

１月１９日（金）～１月２２日（月）：新島会場（新島中学校） 

１月２７日（土）～１月２９日（月）：式根島会場（式根島中学校） 

時 間：各会場１０：００～１６：００（最終日は新島会場１３時まで。式根島会場は１２時まで） 



 

 

          

生徒のみなさんに新年の抱負を漢字１字で表してもらいました。 

【一年生】 

生徒 A 終 
いつまでも先延ばしにしないでやるべきことはすぐに終わらせる。中

途半端にやらない。 

生徒 B 眠 眠りをとり、勉学に励むという意気込みが込められている。 

生徒 C 決 
自分で約束事を決めてもできなかったりやってなかったりしたのでせ

めて自分で決めたことはできる様にしたいと思ったから。 

 

【二年生】 

生徒 D 禁 
少し勉強する必要があるので、自分の好きなゲームやマンガなどを少

し禁止することを意味します。 

生徒 E 勉 受験に向けて勉強しないといけないので、勉にしました。 

生徒 F 変 
変人とかの意味でなく、変わるなどの意味で変にしました。今までの

少し抜けたところや面倒くさがりの所を変えられるようにするため。 

生徒 G 飛 
もう３年生になり、受験生にもなるのでたくさんの勉強をし、飛躍的

な１年にしていきたいから。 

生徒 H 受 
３学期には英検、漢検を受検し４月からは受験生になるので「受ける」

という漢字にしました。“受けるからには受かる” 

 

【三年生】 

生徒 I 謝 いろんな人に謝りたいですね。言い訳ばかりしてごめんって。 

生徒 J 勇 
私は２０１８年の目標を「勇往邁進」と設定しました。意味は困難を

ものともせずに、ひたすら目標に向かって突き進むです。今年も一年

を充実させたいです。 

生徒 K 上 
勉強でもなんでも今より出来るようにしたい。コミュニケーション力

が今よりも上がるように。スポーツが今よりも上手くなるように。成

績が上がるように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校合同学校保健委員会 開催のお知らせ 

 平成 2９年度第 2回式根島小学校・中学校合同学校保健委員会を下記の通り開催いたします。 
保護者の皆様、学校医、スクールカウンセラー、教員と自由に意見交換できる場にしたいと考えて
おります。皆様の御参加を心よりお待ちしております。 
 ◇日時  平成３０年 2月１５日（木） １９：００～２０：００ 
 ◇場所  開発総合センター 
 ◇内容  ・新島村の児童生徒のインターネット及び SNSの利用状況について【報告】 

   ・「ネット依存から子どもを救う～予防と治療の観点から～（仮）」 

講師：式根島小・中学校スクールカウンセラー 

      ・意見交換（参加者の自由な意見交換の場にしたいと考えております。） 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                         
 

 

 

  生活指導主任 

 

14 日間の冬休みが終わり、始業式から生徒全員元気に登校できています。冬休みの感想を尋ねると

「家の手伝いをした」「久々に友達と遊んだ」という答えが返ってきました。みんな家族や友達とゆっく

り過ごすことができ、充実した冬休みを過ごせたようです。長期休みということもあり、生活リズムが

少し崩れた生徒もいましたが、大きな病気やケガ等なく、登校できているので、安心しています。また、

冬休み明けの生徒の様子を見ていますと、新学年に上がる準備の学期という意識が出始めています。と

てもよい雰囲気で新学期をスタートすることができました。ご家庭や親せき、地域の方とお正月を過ご

し、とてもリフレッシュできたことを感じています。 

 

 

 

 

◎生徒会役員会 

生徒会の活動は、主に式や行事における代表あいさつ、月に一度の生徒会朝礼の運営、ボランティア

活動、交流活動、あいさつ運動、小学校との合同レク、歓送迎会の企画・運営など多岐にわたります。

先輩のかっこよく働く姿にあこがれ、自分も学校生活をより良くしたいと思う生徒が立候補し、代表役

員になっているので、役員会メンバーはとてもよく頑張っています。しかし、今年度から委員会の開催

日数が半分になり、限られた時間の中で今までと同じ量の仕事をやるのはとても忙しかったので、来年

度からやれることを精選していかなければならないと思います。 

 

◎図書・放送委員会 

図書の仕事では、責任をもって図書貸し出し整理簿のチェックをすることで期限を守って返却する人

が増えました。また、図書室に来た人が季節を感じられる本棚になるように、委員同士が協力し、飾り

を作成して展示しました。次回は「春」の展示を予定しています。放送の仕事では、給食の時間に音楽

や、考えたテーマについてＤＪ風で話すラジオ風放送に取り組みました。 

 

◎保健・給食委員会 

 保健給食委員会は、みんなが健康で楽しく学校生活を送れるようにすることを目標として活動してい

ます。感染症予防の観点から、きちんと爪を切っているか、ハンカチを持ってきているかを点検する「ハ

ンカチ・爪検査」を毎週火曜日に行っています。また、月に一度の合同給食では、みんなが給食の時間

を楽しめるようにと、委員が工夫して手作りのくじ引きを作りました。 

冬休みの生活反省を受けて 

委員会活動の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
※カラー版の式中だよりはホームページでご覧ください。

 

１ 木 都立推薦発表 

２ 金 避難訓練 

１２ 月 建国記念日振替休日 

１３ 火 公美展始（～１８日） 

１５ 木 小中合同レクリエーション 

２３ 金 都立一般入試 

２６ 月 学年末考査開始（～２８日） 

『式中だよ

り』は、毎月

２０日をめ

どに発行し

ていきます。 

２月の予定  生活目標：思いやりのある言動をとろう 

保健目標：みんなの心を大切にしよう 

給食目標：かぜの予防と食生活について考えよう 

音楽を感じること 

 

私の好きな詩に、まどみちおさんの「おんがく」という作品があります。まどみちおさんというと、
「ぞ～うさん ぞ～うさん おーはながながいのね」で有名な詩人です。短い詩なので、ここに全文を
載せておきます。（「うたよ！」という木下牧子さん作曲の混声合唱曲の歌詞として書かれている詩です。
合唱曲としてもとっても素敵な作品ですのでよかったら聴いてみてください。） 
 
おんがく 
 
かみさまだったら 
みえるのかしら 
 
みみを ふさいで 
おんがくを ながめていたい 
 
目もつぶって 花のかおりへのように 
おんがくに かお よせていたい 
 
口にふくんで まっていたい 
シャーベットのように広がってくるのを 
 
そして ほほずりしていたい 
そのむねに だかれて 
 
インターネットや動画サイトや様々な電子ゲームなど、こちらが意識しなくても多くの情報を受ける

ことができる現代だからこそ、目に見えないもの、その場に留まっていられないものに意識を傾け、想
像力を働かせて生活を送りたいと感じたこの冬でした。毎日見える風景や生活を、そういう“目”で鮮
やかに感じられる人になりたく、また、子どもたちともそういったことを共有していける１年にしたい
と思っています。皆様の今年１年も、素敵な気持ちになる１年になりますように。  

 
音楽科 

 


